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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 2,128 71.7 71 － 73 － 48 －

2022年３月期第２四半期 1,239 △4.7 △82 － △80 － △52 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 22.09 21.88

2022年３月期第２四半期 △24.20 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 1,443 916 63.5

2022年３月期 1,302 867 66.6

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 916百万円 2022年３月期 867百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期（予想） － － －

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

通期
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

4,200 38.6 105 － 110 － 70 － 32.14

１．2023年３月期第２四半期の業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（注）2022年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であ
るため、記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）現時点において、2023年３月期の配当金は未定です。

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（％表示は対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 2,178,000株 2022年３月期 2,176,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 63株 2022年３月期 32株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 2,177,624株 2022年３月期２Ｑ 2,174,833株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（四半
期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法）

当社は2022年10月31日（月）に機関投資家及びアナリスト向け説明会を開催する予定です。

その模様及び説明内容については、当日使用する四半期決算説明資料とともに、開催後速やかに当社ウェブサイトに

掲載する予定です。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月

売上高前年同月比

増減率
+43.0% +103.7% +70.4% +46.4% +96.0% +90.3%

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染者の減少による行動制限の緩和により経済活動及び社会活動の正常化が徐々に進みましたが、ウクライナ情勢

を背景としたエネルギー価格や原材料価格の高騰、欧米の金融引き締め政策に伴う急速な円安進行等により、依

然として先行きが不透明な状況が継続しました。

外食業界におきましては、まん延防止等重点措置が解除となった2022年３月以降、客足は回復傾向となりまし

たが、2022年７月後半からは新型コロナウイルス感染拡大の第７波による影響を再び受けることとなりました。

このような環境のもと、当社は業務用食材通販のパイオニアとしてお客様の日々の厨房を支えると共に、飲食

店の皆様の満足度を向上させるため、特別感がある商品やロス対策・人手不足対策商品の拡充、より使いやすい

ＥＣサイトにするためのシステム投資など、お客様のニーズにお応えする活動を継続してまいりました。

これらの取り組みの結果、売上高の前年同月比増減率は下表のとおりとなりました。2021年度の上半期は緊急

事態宣言やまん延防止等重点措置が発令されていましたが、今年度は第７波の際にも規制は発令されず、人流は

減少したものの飲食店は営業を継続していたこと等から、売上高は前年を大きく上回る結果となりました。

以上の結果、当社の当第２四半期累計期間における経営成績は、売上高2,128百万円（前年同期比71.7％増）、

営業利益71百万円（前年同期営業損失△82百万円）、経常利益73百万円（前年同期経常損失△80百万円）、四半

期純利益48百万円（前年同期四半期純損失△52百万円）となりました。

なお、当社は業務用食材通販事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は1,218百万円と前事業年度末に比べ144百万円増加いたしました。

これは主に、業績の回復に伴い９月の売上高が３月に比べて増加した結果、売掛金が114百万円増加したことな

どによるものです。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産は225百万円と前事業年度末に比べ３百万円減少いたしました。こ

れは主に、固定資産を30百万円取得したこと、及び減価償却費34百万円などによるものです。

この結果、総資産は1,443百万円となり、前事業年度末に比べ140百万円増加いたしました。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は508百万円と前事業年度末に比べ90百万円増加いたしました。こ

れは主に、業績の回復に伴い９月の売上高が３月に比べて増加した結果、この期間における仕入も増加し買掛金

が45百万円増加したこと、及び未払法人税等が25百万円増加したことなどによるものです。

（固定負債）

当第２四半期会計期間末における固定負債は18百万円と前事業年度末に比べ１百万円増加いたしました。

この結果、負債合計は527百万円となり、前事業年度末に比べ92百万円増加いたしました。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は916百万円と前事業年度末に比べ48百万円増加いたしました。

これは主に、四半期純利益の計上などにより利益剰余金が48百万円増加したことなどによるものです。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は525百万円と前事業年度末に比べ26百万円増加しまし

た。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況及び変動要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは47百万円の収入（前年同期は46百万円の

収入）となりました。これは主に、売上債権の増加114百万円、税引前四半期純利益73百万円、仕入債務の増加

45百万円、減価償却費34百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは21百万円の支出（前年同期は24百万円の

支出）となりました。これは主に、基幹システムとＥＣサイトの改修に伴う無形固定資産の取得による支出21百

万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは０百万円の収入（前年同期は０百万円の

支出）となりました。これは主に、株式の発行による収入０百万円によるものです。

（４）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予測につきましては、2022年７月29日付けで公表いたしました数値から変更はありません。
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（単位：百万円）

前事業年度
(2022年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 499 525

売掛金 403 518

商品及び製品 152 151

原材料及び貯蔵品 1 2

前払費用 5 10

未収入金 6 11

その他 6 0

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 1,074 1,218

固定資産

有形固定資産 12 10

無形固定資産

ソフトウエア 134 133

無形固定資産合計 134 133

投資その他の資産

破産更生債権等 0 0

繰延税金資産 35 35

その他 45 45

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 81 81

固定資産合計 228 225

資産合計 1,302 1,443

負債の部

流動負債

買掛金 329 375

リース債務 0 0

未払金 82 98

未払費用 1 1

未払法人税等 0 25

未払消費税等 － 3

預り金 2 1

その他 1 1

流動負債合計 418 508

固定負債

退職給付引当金 14 16

資産除去債務 1 1

固定負債合計 16 18

負債合計 435 527

純資産の部

株主資本

資本金 89 90

資本剰余金 436 436

利益剰余金 341 389

自己株式 △0 △0

株主資本合計 867 916

純資産合計 867 916

負債純資産合計 1,302 1,443

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 1,239 2,128

売上原価 822 1,411

売上総利益 417 716

販売費及び一般管理費 499 645

営業利益又は営業損失（△） △82 71

営業外収益

受取利息 0 0

償却債権取立益 0 0

情報提供料 0 0

助成金収入 － 1

その他 0 0

営業外収益合計 2 2

経常利益又は経常損失（△） △80 73

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △80 73

法人税等 △27 25

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52 48

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △80 73

減価償却費 30 34

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1 1

受取利息及び受取配当金 △0 △0

売上債権の増減額（△は増加） 88 △114

棚卸資産の増減額（△は増加） 3 0

仕入債務の増減額（△は減少） △60 45

その他 16 7

小計 △0 48

利息及び配当金の受取額 0 0

法人税等の支払額 △0 △0

法人税等の還付額 46 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 46 47

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △0 △0

無形固定資産の取得による支出 △23 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △24 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 0 0

リース債務の返済による支出 △0 △0

自己株式の取得による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 21 26

現金及び現金同等物の期首残高 476 499

現金及び現金同等物の四半期末残高 498 525

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

○税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△）

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△）に

当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

○時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。これによる四半期財務諸表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は業務用食材通販事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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